
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Red Hat ラーニングサブスクリプション（RHLS）Standard 

クイックスタートガイド 
Red Hat®ラーニングサブスクリプション Standard へようこそ。RHLS Standard 利用者は、すべて

の Red Hat トレーニングをご自身のペースで 1 年間アクセスできるほか、以下の機能にもアク

セスできます。 
 

● 認定試験受験 5 種類＋再受験 2 回。認定試験は、RHLS 受講期間中に受験する必要が

あります。 
● 開発中のコースへのアクセス 
● エキスパートセミナー - Red Hat のエンジニアによる高解像度のビデオセミナー 
● クラウドベースのラボ - Red Hat 環境での 400 時間の実習 
● テキストのダウンロード - 1 サブスクリプションあたり 10 回まで 
● エキスパートチャット - コース教材に関するエキスパートの指導 

 
ログイン 

https://rol.redhat.com/rol/app/ 
から Red Hat ユーザー名でログインしてください。 
 

 
 

ホームページ 
 

サインインすると、ホームページにはコースの再開、コー 

スの進捗状況の確認、および学習目標の設定のためのダッシ

ュボードが表示されます。コースを開始するか、ラーニング

パスを選択すると、ホームページから使用可能になります。

学習中のすべてのコースを確認できるため、復習や今後のコ

ースの確認が簡単にできます。 
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ホームページには、他にも機能があります。 

 
進捗状況トラッカー：ラボ時間、認定試験、およびテキストのダウンロードのトラッカー 

 

 
 
 
言語：右上の言語を選択すると、プラットフォームのインターフェースがその言語に変わり

ます。選択した言語での翻訳がある場合には、コースのコンテンツも更新されます。翻訳が

存在しないときには、コースは英語に設定されます。多くのコースは、さまざまな言語での

翻訳が利用できます。それぞれのコースで言語を選択すると、その設定は全体の設定とは別

に保存されます。 
 

 
 
 
プロファイル：画面右上角の星印をクリックすると、下記のフィールドに限り、プロファイル

情報を更新できます。名前を更新すると、星印がイニシャルに更新されます。 
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メニューの概要 
 
このセクションでは、RHLS の各ページについて説明します。 

 

 
 
カタログ：ここには、コース、エキスパートセ

ミナー、認定試験など、RHLS のすべてのトレ

ーニングコンテンツのリストが表示されます。

検索バーから、キーワードでコンテンツを検索

できます。また、検索結果を配信形式、製品、

カテゴリー、言語で絞り込めるため、トレーニ

ング目標に合った正確なコンテンツを簡単に絞

り込むことができます。 
 
 
 
 
 
 
ラーニングパス： Red Hat 認定資格を取得する

ためのロードマップが表示されます。 
各ラーニングパスは、関連する製品または受講

者のスキルごとに異なっています。現在、18 の

パスがあり、大まかなスキルの習得や、認定資

格取得に向けて利用できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レポート：ここでは、コースの進捗状況、ラボの使用状況、および認定試験の登録状況を確

認できます。また、このページからレポートをダウンロードできます。 
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コミュニティ：このリンクをクリックすると、Red Hat ラーニングコミュニティ（RHLC）の

ページをご参照いただけます。これは、技術的スキルの提供、学習、構築、適応のサポート

を目的としたオープンでコラボレーティブなラーニングプラットフォームです。メンバーに

なって、他の学習者や RHLS 利用者とつながりましょう。ログインすると、ディスカッショ

ンへの参加、質問の投稿、バッジのアンロック、ラーニングビデオのプレビュー、ベストプ

ラクティスの共有、Red Hat 製品のマスターに意欲的な技術者との交流などが可能になりま

す。Red Hat ラーニングコミュニティを活用して、RHLS での学習を補足し、オープンソース

学習を進めましょう。 
 
Early Access(初期アクセス-開発中のコース)：Red Hat トレーニングは継続的に新しいコンテン

ツを開発しています。Early Access により、利用者は開発中のコースに、一般公開前にアクセ

スできます。コンテンツを試用して、フィードバックすることができます。この開発中のコ

ースは、頻繁に変更されます。新しいコースは開発されるごとに追加され、全コースが完成

すると、一般のコースカタログに移動されます。 
 
ダッシュボード：ダッシュボードは、コースの進捗状況、ラボの使用状況、試験のステータ

スに加えて、学習したトレーニングコンテンツの量と合計時間に関するデータを提供しま

す。これらのレポートをダウンロードすることができ、マネージャーと共有することも可能

です。 
 
サポートとコーチング 

● サポートに連絡：テクニカルサポートが必要な問題が発生したとき、たとえば、ラボ

が正常に動作しない場合などには、ポータルの左上角のサポートをクリックして、サ

ポートケースを開きます。スタッフが RHLS の管理を技術レベルからサポートします。

（日本語対応可能） 
 

● エキスパートチャット：コースの中身について

疑問点がある場合、Standard 利用者は 1日 1 回

30分まで、コースのエキスパートとチャットで

直接コミュニケーションを取ることができま

す。チャットに入力すると対応可能なエキスパ

ートが返答し、コース完了に向けた課題の解決

をお助けします。エキスパートチャットの対応

時間は、ご利用地域の営業日の午前 8 時から金

曜午後 5 時までです。（英語のみ） 
 
 

● Red Hat アドバイザー：トレーニングスペシャリストが 1 年を通じて定期的に電話やメ

ールで連絡して、トレーニング目標の達成をサポートします。トレーニングスペシャ

リストは Red Hat トレーニングの主な連絡先となり、質問に答えたり、デモを実行した

りします。時期が来ると、トレーニングスペシャリストは RHLS の更新をお手伝いしま

す。 
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学習の開始 
 
実際のトレーニングと認定試験にアクセスする方法について説明します。 

 
ラーニングパスの登録：自身の学習と認定資格取得のために最適なパスを選択してくださ

い。パスを登録すると、ホームページの「マイラーニングパス」セクションに追加されま

す。 
 
ラーニングパスを展開すると、次のものが表示されます。 

● パスを構成するコースと認定試験 
● 各コースの詳細、前提条件、対象者 
● パス内のコースの完了率 
● パス全体の完了率 

 
コースの受講を開始するときには、コースと教材について注意すべきことがいくつかありま

す。 
● テキストのダウンロード：1 年間の RHLS 受講期間中、合計 10 回までのテキストをダ

ウンロードできます。コースを起動すると、ビデオクラスルーム画面の上に小さなテ

キストブックアイコン、またはオンラインラーニングの場合はコース名の横にダウン

ロード矢印が表示されます。 
 

 
● ラボ：各コースにはそれぞれラボ環境が用意されていて、学習にあたって練習教材に

取り組むことができます。コースを開始する前、ラボを起動してください。ラボによ

っては起動に時間がかかるため、このようにすると、必要なときにすぐに使用できま

す。ラボはビデオコース内のビーカーアイコンや、オンライントレーニングコース内

のオンラインラボ タブから実施できます。 
 

 
 

● 受講証明書：各コースには受講証明書があり、コースの

85%を完了するとダウンロードできます。コースページの

上部に表示されるダウンロードボタンをクリックしてくだ

さい。 
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エキスパートセミナーの受講：エキスパートセミナーは RHLS Standard でのみ提供されるオン

デマンドのビデオで、Red Hat コースの追加コンテンツです。5～15分のビデオで、Red Hat コ
ースで紹介されている製品についてのヒント、ベストプラクティス、ユースケースを Red Hat
のエキスパートが解説します。エキスパートセミナーはカタログでコース番号に EXPS が付い

ていますが、配信形式フィルターを使って簡単に見つけることもできます。 
 
ラーニングオプションのプレビュー：RHLS内には、2 種類のコースタイプがあります。それ

ぞれのバージョンを切り替えることができますが、コース完了証明書を取得するためには、

どちらかを 85%以上完了する必要があります。 
● ビデオクラスルーム：高解像度のビデオでインストラクターが教材について説明し、

ラボでの実習ができます。 
● Online トレーニング：各コースはビデオと同じ教材に沿って進められ、インタラクテ

ィブなテキストブック形式になっています。 
 
認定試験の登録：認定試験は、カタログのほか、ラーニングパスにも表示されます。認定試

験のビューボタンをクリックすると、認定試験の詳細が表示されます。 
 

   
 

● 必ず右側のドロップダウンから正しいバージョンの試験を選択してください。 
● 登録ボタンをクリックすると試験スケジューラへのリンクにとび、試験の日時を

選択できます。 
リンク：https://rhtapps.redhat.com/individualexamscheduler/ 

● 認定試験は、RHLS 受講期間中に受験する必要があります。RHLS Standard では、5
種類の認定試験と 2 種類の再受験が可能です。 

 
「Red Hat Learning Subscription」ポータルで使用したものと同じユーザー名とパスワ

ードを使用し、「Red Hat Learning Scheduler」ポータルにログオンします。 
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ログインしたら、「Red Hat Scheduler」のランディングページに入ります。ここでは、あなたの

プロフィール情報と予定した試験が表示されます。横側のウィンドウ枠を広げると、他のオプ

ションを見ることができます。 

 
  

 
 

「Exams to Schedule」－RHLS ポータルから登録した試験が

表示されます。 

Exams Scheduled （予定した試験） 

Exams Rescheduled （試験のスケジュール変更） 

Exams Canceled （試験のキャンセル） 

Exams Taken （受けた試験） 

Exams Expired （期間が過ぎた試験） 

All Exams （すべての試験） 
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ID「身分証明書」のアップロード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ID の確認の為、１日〜３日程、ID の確認結果をお待ちください。 

メールにてアップロードした ID の確認結果報告が届きます。 

試験の日程を組む方法 

試験の日程を決めるには、「My Exams」で、ご希望の試験を選択します。 

 
 

Enrol した試験の中から実際

に受けたい試験をクリック 

政府公認の身分証明書を画像データとしてアップロードする。 
● 運転免許証 
● パスポート 

                                      

身分証明書が無い場合 
 

顔写真付きの社員証と 
健康保険証 

ID の登録 
身分証明書をアップロードする 
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「exam」をクリックすると、新しいポップアップが表示され、国の政府が発行した写真付身分

証明書に適合する国をドロップダウンメニューから選択するよう指示されます。 

 

国を選択すると、右側の「schedule」ボタンが有効になります。（日本は Japan） 

 

「schedule」ボタンをクリックすると、「Locate Center」ページに行きます。既定では、あなた

の現在位置に基づくセンターが表示されます。  

 

 

地域を選び、「Schedule Exam」ボタンをクリックすると、試験の日程を組むために利用可能な

日時を見ることができます。 

 

恵比寿、箱崎、大阪のいずれかを選択 
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次のページで、 現在の日付から次の 1 週間まで、そのセンターで利用できる日付と時間帯を確

認することができます。 

 

別の日を選択すると、その日から次の 1週間まで利用できるスロットが現れます。 

 

ご希望の日時を選択し、「timeslot（時間帯）」をクリックします。 

「timeslot」をクリックすると、「RESERVE」ボタンのある新しいページに入ることができま

す。  
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※電話番号と共にご自身の個人情報を必ず更新し、また、「I Agree（同意します）」チェックボックス

にチェックを入れて下さい。  

 

この時点で「RESERVE」を押して、試験の日付と時間帯を予約することができます。 

予約を確認するポップアップが現れます。 

 

「OK」ボタンを押すことにより、Red 

Hat Scheduler のランディングページ

に入ります。ここでは、上のコーナー

で日時が記載された試験を確認するこ

とができます。 
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また、Red Hat Individual Examination（Red Hat個別試験）の情報のセッションの確認について、e-
Mail による通知が送られます。 

 

左パネルの「Scheduled Exams」を選択して、あなたが予定した試験にアクセスすることができ

ます。 

 
予定した試験のスケジュールの変更 

「Scheduled Exams」を選択することにより、予定した試験のスケジュールの変更を行うことが

できます。次に、スケジュールを変更したい試験をクリックします。 

試験を選択する場合、政府が発行した写真付の身分証明書をその国に提供する必要がありま

す。国を選択すると、右側に「Reschedule」ボタンがあることが確認できます。

 
試験の日程を変更したい場合、「Reschedule」をクリックし、本文書の「How to schedule an 
exam（試験の日程を作成する方法）」に記載のステップに従ってください。新しい日付を選択

した後、Red Hat Individual Examination（Red Hat 個別試験）セッションのスケジュールの変更を

確認する e-Mail が届きます。 
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試験のキャンセル方法 

 

RHLS ページ上で、キャンセルしたい試験をカタログ内で検索します。 
 

 

 

 

 
 

この時点でスケジュールされていない試験のキャンセルを行うことができます。（メールでの

通知はありません。 

 
 
 
 

キャンセルしたい試験を選択 
キャンセルをクリック 

YES をクリック 
※スケジューラー内で試験がキャンセルされ

ているかの確認 
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詳細について 

 
RHLS の詳細については、Red Hat ラーニングサブスクリプションの FAQ をご覧になるか、

training-jp@redhat.com にお問い合わせください。 

試験当日について 
● 当日、登録で使用した身分証明書（ID）をご持参の上、試験会場にお越しください。 
● 試験を受講する際、ログイン ID とパスワードが必要になります。 
● 試験前に、ID の確認他、事前説明が御座います。 

 
遅刻および欠席について 
●試験に参加できなかった、または試験開始時刻より 15 分以上遅れて到着した場合、試験セッションお
よび料金は失効し、受講者は試験のスケジュールを変更することはできない。 
※電車遅延・自然災害等の理由による遅刻・参加不可は要相談（遅れる際は事前にご連絡下さい） 
 
試験を受講される際の注意 
●PC（キオスク端末）の電源を指示無く再起動したり、ケーブルの抜き差し等の行為はご遠慮くださ
い。 
 
試験結果について 
●試験結果は米国時間３営業日以内に受験者に電子メールで結果が通知される。 
認定資格や認定番号についてのお問い合わせについて 
● https://www.redhat.com/rhtapps/services/comments/ 


